


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































16） 福田正義著、長周新聞社編（2002）『展望前後 福田正義 戦前
の斗い』長周新聞社、37










































































































60） 『昭和萬葉集 巻六』に５首、『昭和萬葉集 巻七』に１首が掲載
されている。
61） 天達と交流のあった中谷千鶴子は、天達直筆の「雨けむる　加
賀越前の夏の朝　旅路にありて妹思いおり」という色紙の思い出
について語っている。「雨けむる」という表現を天達は好んで
使っていた可能性がある。中谷千鶴子（1990）「隣人として」天
達玲子編『天達忠雄追悼文集』109
62） 加藤四郎（1990）「天達学兄を想う」天達玲子編『天達忠雄追
悼文集』73
63） 『門司新報』1934年８月４日。判読不可能な文字は□とした。
64） このような生き様は『幽囚の歌』に最もよく表れているが、天
達は公刊された最初の論文「学窓に反映せる日本社会事業の相
貌」（『社会事業』21巻８号）においても希望について論じてい
る。このことは、別稿で論じる予定である。
65） なお、本文で詳しく取り上げることができなかったが、天達が
『門司新報』に書いたと思われる記事はもう１つあった。それは、
1934年３月14日から３月19日まで『門司新報』に連載された
「粕屋郡下の産業組合を観る」という記事である。これはペン
ネーム「碧珠園生」が、３月11日に福岡県粕屋郡方面に日帰り
で産業組合の視察に出かけた記録である。全購連と全販連主催の
もとで、九州日報、関門日日新聞、福岡日日新聞の社員も参加し
43
労働運動から社会事業へ
て合計８名が門司駅を午前８時40分に出発して、午前10時16分
に古賀駅に到着、２台の自動車に分乗して青柳村に向かい取材を
行い、午後10時40分に門司に戻ったという内容であった。天達
は新聞記者時代について、「大新聞支社の社会部記者は、それぞ
れ支社の自動車があって、機動的に取材活動ができましたが、小
さな地方新聞に属する私は、これに同乗させてもらうという肩身
のせまいものでした」と語っていたが、「粕屋郡下の産業組合を
観る」にはこれに似た取材のあり方が掲載されている。また、こ
の記事には花鶴川の流れを見て「川岸にもの洗う婢や春浅し」と
いう俳句が載せられたり（連載３回目）、「一句を駄句つて見たく
なつた」として「風はなぎだよ　波さへ静か　大漁大漁で　舟こ
ぎ戻りや　濱ぢやあの娘が待つてゐる」と歌ったりしている（連
載６回目）。産業組合というテーマに加えて、俳句等の創作活動
が掲載されていることからも、天達による執筆の可能性が高いと
考えられる。
66） 遠藤興一（1998）「天達忠雄と明治学院セツルメント」明治学
院人物列伝研究会編『明治学院人物列伝─近代日本のもうひとつ
の道─』新教出版社、426
67） 川良雄（1975）『金野乃郷土史』金野の郷土史編集委員会、9
68） 下関市市史編修委員会編（1978）『下関市史・年表篇』下関市
役所、232
69） 浦辺史・重田信一・五味百合子（1986）「座談会 戦時下の社会
事業と社会事業研究所の活動─天達忠雄氏を偲びつつ─」日本福
祉大学『研究紀要』69、67
70） 同上、67
71） 天達忠雄、前掲註2）、213
72） たとえば、私有財産限度については「日本国民一家ノ所有シ得
ベキ財産限度ヲ壱百万円トス」と、労働者の権利については「労
働時間ハ一律ニ八時間制トシ日曜祭日ヲ休業シテ賃金ヲ支払フベ
シ」と主張されている。北一輝（1923）『日本改造法案大綱』改
造社〔北輝次郎（1959）『北一輝著作集第２巻』みすず書房、
298‒330所収〕
73） 二・二六事件が明治学院への復学につながったことについて、
遠藤興一は「天達の生活態度には、その文学的資質も加わって
か、事柄の本質を直感的に判断し、そこから行動の原則を抽き出
すという傾向が認められるが、この時もそうした判断が加わって
いたよう」と分析している。遠藤興一、前掲註66）、427
